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船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーと

船橋在宅支援拠点「ふなぽーと」が設置されてから、早くも10年以上が経過しました。この間、市
内には多くの訪問診療クリニックや関連事業所が誕生し、現場の皆様と切磋琢磨しながら、船橋
の在宅医療は量・質の両面で着実に発展してきたと実感しております。高齢化が進むなか、住み慣
れた地域で暮らし続けたいという市民の思いを支える基盤が、この10年で大きく育まれてきたので
はないでしょうか。
しかし、体制が整いつつある一方で、ふなぽーとへの相談は依然として数多く寄せられています。多
疾患併存の症例や精神疾患を抱える患者さん、複雑な家族背景を有するケースなど、現場の医療
者が「どのように向き合うべきか」と悩む場面はむしろ増えているのが現状です。そのような中、医療
者が気軽に相談でき、実践的な助言や多職種の視点を得られるふなぽーとは本当にありがたい存
在です。私自身も小規模ながら在宅診療に携わる一人として幾度となく相談させていただき、そのた
びに新たな気づきを得てまいりました。また、市民公開講座や出張講演会を通じた啓発活動、「在
宅医ネット」や懇親会を通じた多職種間の顔の見える関係づくりと知識共有など、ふなぽーとが果た
してきた役割は大変大きなものです。医療・介護・福祉の垣根を越えた連携が、地域全体の力を底
上げしていると感じています。今後、オンライン診療の拡充やAIの活用など、医療を取り巻く環境は
かつてないスピードで変化していくことでしょう。次々に追加されるオンライン資格確認や各種報告制
度への対応だけでも現場の負担は大きいですが、これからはAIの進化によって診療のあり方そのも
のが急速に変わっていく可能性もあると考えます。こうした変化の時代だからこそ、個々の努力だけ
に頼らない、顔の見える連携・地域ネットワークの重要性は、これまで以上に高まっていくと考えます。
船橋市医師会としてもネットワーク構築に尽力してまいりますが、ふなぽーとがこれからも、複雑化
する情報と市民・医療者を結ぶハブとして、そして信頼の架け橋としてあり続けてくれることを、一人
の医師として心より願っております。私も微力ながら、その一助となれるよう努めてまいります。市民
の皆様が安心して住み慣れたご自宅で過ごし続けられるまち・船橋を、これからも共に築いていきま
しょう。
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（土日祝・年末年始はお休み）
★お気軽にお問い合わせください

令和8年（2026年）度
第1回「船橋在宅医ネット」研修会

（web開催）
日 時 ：令和 8年 5月 2 7日（水）

1 9時 3 0分～
講 師：深沢 琢也 氏
深沢医院 院長 船橋市医師会 理事
船橋在宅医療ひまわりネットワーク代表

演 題：お楽しみに！
座 長 ：大塚 佳子 氏

（船橋市医師会 拠点担当理事）

総 括 者 だ よ り 訪問看護認定看護師 佐々木 ゆかり

2026年3月14日（土）に船橋市民文化創造館（きららホール）で市民参加型で開催されました。演者・
メインコーディネーターに亀田総合病院の大川薫医師をお招きし、「人生会議の功罪‐自分と出会いなおす対
話空間❝もしバナ❞」と題して講演していただき、その後参加者80名の皆さまともしバナゲーム体験会を行いまし
た。市内で活躍されている医療ソーシャルワーカーやケアマネジャーの他、訪問看護師にファシリテーターとして
参画していただき、大変有意義で活気のある市民公開講座になりました。 今回事前申し込みの時点でかなり
多くの方がお申込みして下さいました。そして、先着順にしておりましたが申し込むことができなかった方には心
よりお詫び申し上げます。
最後に、医師会の先生方をはじめ、設営等で関わってくださった医師会事務局、行政、その他のみなさまにこ
の場を借りて感謝申し上げます。誠にありがとうございました。

日頃より、ふなぽーとへのご理解、ご協力ありがとうございます。新年度の開始、診療報酬の改定も
あり、医療機関等が良い方向に向かっていくことを願っています。
相談では、比較的若い方に、複合的課題を抱えているケースが目立ちます。制度の対象とならない
こともあり、ご本人よりも周囲が「困った」と頭を悩ます現状もあります。セルフケア力を上げることと、支
援者の日頃からの情報共有が、解決へ近づくと実感しました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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